
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理想的な農業・農村の姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本方向】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 農業に「かかわる」、農業で「つながる」、農業を「つたえる」を基本方向とし、 
「農業の成長産業化（産業政策）」と「農村の活性化（地域政策）」を両輪とし、前向きに
考え、積極的にチャレンジする農政を展開する 

「えひめ農業振興基本方針２０１６」の概要 

【夢と希望の持てる農業】 
■農業が憧れの職業となる 
■農業で安定した収入が得られる 
■農業者のチャレンジや努力が報われ希望が持てる 

 

 

愛顔あふれるえひめ農業・農村の実現 

○家庭菜園、グリーン・ツーリズムなど農業者以外の人たちも農業・農村に関わっている 

○食べ物ができる過程・苦労をみんなが体験している 

○農村を県民の財産だと認識し、都市の住民の誰もが何らかの支援をしている 

農業に「かかわる」 

○身近なところに農業者がいて、近くで地元の農畜産物を買うことができる 

○愛媛で作った食べ物をみんなが大切に感じて選ぶ 

○だれもが生き生きと生活し農村に住みたくなる 

○行政、関係団体、農業者、住民が一体となって農地や豊かな自然を守っている 

○自慢できる愛媛の食べ物が沢山ある 

○「いただきます」「ごちそうさま」の意味を意識し実践している 

○捨てられる食べ物をもったいないと感じ考え行動する 

○秋祭りなど伝統的な地域行事や伝統料理、文化が守られている 

農業を「つたえる」 農業で「つながる」 

(２)農地・農村を守るために 
多様な営農に対応できる基盤整備への取組、農地中間管理機構による農地利用集積、荒廃農地対策、

ジビエ活用も含めた鳥獣害対策の充実など 

(３)えひめの農業力を高めるために 
農畜産物のブランド化の推進や各品目の生産力の向上、国内外に向けた販売力の拡大、６次産業化や

農商工連携の推進など 

(４)食べ物の大切さを伝え、農業を今以上に身近なものとするために 
食育の推進、食品ロス削減に向けた取組、グローバルＧ.Ａ.Ｐの取得、有機農業の拡大など 

(５)地域でつながっていくために 
多面的機能支払・中山間直接支払等の活用推進、労働力のマッチング、ＪＡなど農業関係団体との連

携強化など 

(６)えひめの農業を衰退させないために 
一次産業女子の交流推進、農村資源の伝承、試験研究機関の充実など 

～県域版～ 今後５年間、県として具体的に推進していくものを示すもの 
 

【四国中央（四国中央市）】  【西条（新居浜市・西条市）】     【越智今治（今治市・上島町）】 
【温泉（松山市・東温市）】    【伊予（伊予市・松前町・砥部町）】 【久万高原（久万高原町）】 
【大洲喜多（大洲市・内子町）】 【八西（八幡浜市・伊方町）】      【西予（西予市）】 
【宇和島（宇和島市）】         【鬼北（鬼北町・松野町）】      【愛南（愛南町）】 
 

(１)より多くの多様な担い手を確保・育成していくために 
研修制度の充実、後継者への事業継承対策、Ｕターン・Ｉターン者の受入れ体制整備、地域起こし協

力隊の導入推進、「えひめ愛顔の農林水産人データベース」による発信強化、認定農業者に対する支援の
充実 など 

 

［計画期間］平成２８年度～平成３２年度 
［主要指標］農業産出額：1,２00 億円（現状維持） 

えひめ愛顔の農林水産人データベース登録人数 150 人 
農林水産業を職業として選択する高校生の割合等の増加 
※新規就農者数 各品目生産目標などは各実行計画に委ねる 

［関連計画］農業経営基盤強化促進に関する基本方針・果樹振興計画 など 

～地域版～１２のブロックで、地域の実情に応じて推進していくことを示すもの 
 

【愛顔あふれるえひめ農業・農村の実現のために実行すること】 
 


